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下品野
しもしなの

小学校
しょうがっこう

 タブレットを使
つか

うときのルール 

 

令和３年２月 

 

学習
がくしゅう

内容
ないよう

をよく理解
り か い

し、より豊
ゆた

かな学
まな

びにしていくために、タブレットを上手
じょうず

に活用
かつよう

していくこ

とが大切
たいせつ

です。タブレットはみなさんの学習
がくしゅう

に役立
や く だ

てるための道具
ど う ぐ

です。便利
べ ん り

な道具
ど う ぐ

ですが、心配
しんぱい

されることもたくさんあります。 

そのため、下品野
しもしなの

小学校
しょうがっこう

では、「タブレット活用
かつよう

のルール」を定
さだ

めました。全員
ぜんいん

が、このルール

を守
まも

り、タブレットを「安心
あんしん

・安全
あんぜん

・快適
かいてき

」に活用
かつよう

していきましょう。 

 

 

１ タブレットを使
つか

う目的
もくてき

 

□ タブレットは、学習
がくしゅう

活動
かつどう

のために使
つか

うことが目的
もくてき

です。ゲームなど、

学習
がくしゅう

活動
かつどう

に関
かか

わらないことに使
つか

わないようにしましょう。 

 

２ タブレットを使
つか

うときに注意
ちゅうい

すること 

 □ 友達
ともだち

のタブレットを勝手
か っ て

にさわらないようにしましょう。 

 □ 電源
でんげん

は常
つね

にオンにしておきましょう。 

□ 授 業 中
じゅぎょうちゅう

は、必要
ひつよう

な時
とき

に使
つか

い、それ以外
い が い

の時
とき

は授業
じゅぎょう

に集 中
しゅうちゅう

しましょう。 

□ 学校
がっこう

では、「Air
エアー

 Drop
ドロップ

」を使
つか

わないようにしましょう。 

□ 音量
おんりょう

は、自分
じ ぶ ん

が聞
き

こえる程度
て い ど

の大
おお

きさで使
つか

いましょう。 

□ タブレットを持
も

ち運
はこ

ぶときは、両手
りょうて

で持
も

ち、歩
ある

きながら使
つか

わないようにしましょう。 

□ 休
やす

み時間
じ か ん

には、勝手
か っ て

にさわらないようにしましょう。また、先生
せんせい

の指示
し じ

をよく聞
き

いて、使
つか

わな

いときは、充電
じゅうでん

ボックスにしまうようにしましょう。 

□ なくしたり、落
お

としてこわしたり、水
みず

にぬらしたりしないように十分
じゅうぶん

に気
き

をつけましょう。 

□ 持
も

ったまま走
はし

ったり、地面
じ め ん

においたりしないようにしましょう。 

□ 湿気
し っ け

の多
おお

いところでは使
つか

わないようにします。また、日光
にっこう

が強
つよ

く当
あ

たる場所
ば し ょ

や、ストーブの近
ちか

くなどにはおかないようにしましょう。 

□ タブレットの画面
が め ん

は、指
ゆび

かタッチペンでふれるようにします。えんぴつでふれたり、落書
ら く が

きし

たり、磁石
じしゃく

をくっつけるなど、しないようにしましょう。 

□ タッチペンを使
つか

うときは、力
ちから

を入
い

れすぎず、丁寧
ていねい

に使
つか

いましょう。 

 

３ タブレットの保管
ほ か ん

の仕方
し か た

 

 □ 充電
じゅうでん

ボックスやボックスの中
なか

にある充電
じゅうでん

コードには、さわらないようにしましょう。 

□ 学校
がっこう

では、充電
じゅうでん

ボックスの決
き

められた自分
じ ぶ ん

の場所
ば し ょ

においておきましょう。 
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４ 健康
けんこう

のために 

□ タブレットを使
つか

うときは、正
ただ

しい姿勢
し せ い

で、画面
が め ん

に近
ちか

づきすぎないように気
き

をつけましょう。 

□ 30 分
ぶん

に一度
い ち ど

は遠
とお

くを見
み

るなど、ときどき目
め

を休
やす

ませましょう。 

 

５ 安全
あんぜん

な使
つか

い方
かた

 

□ インターネットは正
ただ

しく使
つか

えば学習
がくしゅう

を広
ひろ

めたり深
ふか

めたり、生活
せいかつ

を便利
べ ん り

にすることができます 

が、中
なか

には、あやしいサイトもあります。もしもあやしいサイトに入
はい

ってしまったときは、タ

ブレットを閉
と

じ、すぐに先生
せんせい

や家
いえ

の人
ひと

に知
し

らせましょう。 

 

６ 個人
こ じ ん

情報
じょうほう

など 

□ タブレットを他人
た に ん

に貸
か

したり、使
つか

わせたりしないようにしましょう。 

□ パスワードは、人
ひと

に教
おし

えないようにしましょう。 

□ 他人
た に ん

の写真
しゃしん

や動画
ど う が

、作品
さくひん

などを本人
ほんにん

の許可
き ょ か

なく撮影
さつえい

したり、インターネット上
じょう

にあげたりしな

いようにしましょう。 

□ 相手
あ い て

を傷
きず

つけたり、いやな思
おも

いをさせたりする内容
ないよう

を書
か

き込
こ

まないようにしましょう。 

 

７ カメラでの撮影
さつえい

 

□ 先生
せんせい

が許可
き ょ か

したときだけ、カメラは使
つか

うようにしましょう。 

□ カメラで人
ひと

を撮影
さつえい

したり、人
ひと

の家
いえ

や持
も

ち物
もの

などを撮影
さつえい

したりするときは、勝手
か っ て

に撮
と

らず、必
かなら

ず

撮影
さつえい

する相手
あ い て

や場所
ば し ょ

の許可
き ょ か

をもらいましょう。 

 

８ データの保存
ほ ぞ ん

 

□ タブレットで作
つく

ったデータやインターネットから取
と

り込
こ

んだデータは、学習
がくしゅう

活動
かつどう

で先生
せんせい

が

許可
き ょ か

したものだけを保存
ほ ぞ ん

しましょう。 

 

９ 設定
せってい

の変更
へんこう

 

□ タブレットには、今
いま

入
はい

っているもの以外
い が い

のアプリケーションを入
い

れないようにします。 

また、今
いま

入
はい

っているアプリケーションを勝手
か っ て

に削
さく

除
じょ

しないようにしましょう。 

 

1０ 不具合
ふ ぐ あ い

や故障
こしょう

 

□ タブレット本体
ほんたい

やインターネットが使
つか

えなくなって、再起動
さいきどう

をしても元
もと

にもどらないときや、

こわれたり、なくなったりしたときは、すぐに先生
せんせい

に報告
ほうこく

しましょう。 

 

1１ 使用
し よ う

の制限
せいげん

 

□ 『タブレットを使
つか

うときのルール』が守
まも

れないときは、タブレットを使
つか

うことができなくなり

ます。 


